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１．研究の目的 

 

 自閉症教育に関するこれまでの研究や実践から、言語面や認知面の指導については、一定の成果が得

られつつある。しかし、社会性の発達に関する指導については、未だ模索の段階にあり、社会性の基盤

となる社会的認知能力の本質を解明する研究が必要とされている。平成９～11 年度に実施された国立特

殊教育総合研究所分室一般研究「自閉症児・学習障害児の社会性の発達に関する研究」の結果からも、

自閉症やアスペルガー症候群等の自閉症スペクトラム障害の児童生徒に認められる社会性の発達の未熟

さや歪みの問題に関しては、他者の欲求や行動の意図を察知する能力、いわゆる社会的認知能力の欠陥

が、その基盤にある可能性が示されたが、この社会的認知能力の本質を追究し、教育的支援の望ましい

方法について検討することが、今回の国立特殊教育総合研究所分室一般研究の目的である。 

 

２．研究経過および研究成果の概要 

 

 本研究「自閉的傾向のある児童の社会性の発達と教育的支援に関する研究」は、平成 12 年４月に開

始され、平成 14 年度までの研究の経過と成果については、平成 12 年度一般研究報告書「自閉性障害の

ある児童生徒の教育に関する研究 第４巻」および平成 14 年度一般研究報告書「自閉性障害のある児童

生徒の教育に関する研究 第６巻」を参照されたい。平成 15 年度は、英国で開発されたスクリーニング

質問紙であるＡＳＱとＡＱの日本語版について、研究協力機関である学校法人武蔵野東学園の保護者の

方々をはじめ、多くの方々にご協力をいただいき、標準化のための研究を実施した。また、研究協力機

関の協力を得て、社会的認知能力に関する客観的指標として、脳波の事象関連電位を測定し、自閉症児

と健常な児童生徒の語音識別反応について検討するとともに、自閉症児における運動の模倣と身体意識

能力や社会性との関係についても検討を実施した。研究の成果は、関係諸学会や学術雑誌等にて報告す

るとともに、本報告書『自閉性障害のある児童生徒の教育に関する研究 第７巻』にまとめた。 

 さらに、この一般研究の関連研究として実施してきた科学研究費補助金の基盤研究(B)(2)｢自閉症児・

ＡＤＨＤ児における社会的障害の特徴と教育的支援に関する研究」(課題番号：13410042、研究代表者：

東條吉邦、研究期間：平成 13～15 年度）の研究成果報告書（平成 16 年３月刊行）においても、本研究

の成果の一部を報告した。平成 15 年度の国立特殊教育総合研究所分室一般研究の研究成果の概要は、

以下の通りである。 

(1) 英国で開発された自閉症に関する質問紙を翻訳し、研究協力機関等で、健常群、ＡＤＨＤ群、自閉

症・アスペルガー障害を含む広汎性発達障害群の３群のデータを中心に収集し分析した。この結果を

もとに、自閉症のスクリーニング質問紙の日本語版を開発し、臨床的妥当性の検討や標準化へ向けて

の取り組みを実施した。 
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(2) 生理心理学的側面および神経心理学的側面から自閉症における社会的障害の本質を探ることを目的

として、自閉症児と健常児を対象に、人の音声、動き、視線などへの注意の向け方について課題への

反応の特徴(反応時間、正答率、誤反応の傾向)の分析と脳波の計測等から検討した。その結果、(a)

語音識別課題遂行時の事象関連電位には自閉症児と健常児の間に差が認められること、(b)人の動き

については自閉症児も健常児も同様に知覚が可能であること、(c)視線については自閉症児も健常児

も大半の子どもが反射的に視線の方向に注意を向けることが可能であること、(d)しかし自閉症児で

は、自分を見ている目に対する情報処理が健常児とは異なる(感受性が低い)といった特徴があるこ

となどが見出された。また、運動模倣能力についても、心理学的側面から検討し、質的な相違があ

ることを明らかにした。 

(3) 研究協力者・専門家・教員だけでなく、保護者や成人当事者（高機能自閉症、アスペルガー症候群

の本人）の協力を得て、高機能自閉症・アスペルガー症候群の子どもたちの理解と適切な対応につい

てまとめた。 

 

３．研究組織 

 

 国立特殊教育総合研究所分室一般研究の研究協力機関、研究協力者、研究分担者、研究資料提供者は

以下に示す通りである。 

 

（1）研究協力機関 

学校法人 武蔵野東学園 武蔵野東小学校 

 

（2）研究協力者 （五十音順） 

紺野 道子   白百合女子大学 研究助手 

大六 一志   武蔵野大学 助教授 

計野浩一郎   学校法人 武蔵野東学園武蔵野東教育研究所 主幹 

谷口  清   東京慈恵会医科大学 教授 

 

（3）研究分担者 （五十音順、◎本報告書編集責任者） 

是枝喜代治   国立特殊教育総合研究所 情緒障害教育研究部主任研究官 

◎東條 吉邦   国立特殊教育総合研究所 分室長 

廣瀬由美子   国立特殊教育総合研究所 分室主任研究官 

 

（4）研究資料提供者 （五十音順） 

井伊 智子   お茶の水女子大学 

市川 宏伸   東京都立梅ヶ丘病院 

落合みどり   ペンギンくらぶ 

國平  揺   東京大学 
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千住  淳   東京大学 

長谷川寿一   東京大学 

林 恵津子   加賀福祉園（平成 13 年度国立特殊教育総合研究所 分室客員研究員） 

   若林 明雄   千葉大学 
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